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経
済
委
員
会

所
管
事
務
調
査

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
日

◆
調
査
事
項

　

�

本
町
に
お
け
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
及
び
促
進
に
つ

い
て

◆
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

本
町
で
は
昭
和
五
十
三
年
度

か
ら
都
市
計
画
区
域
内
用
途
地

域
を
中
心
に
公
共
下
水
道
の
整

備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
虹

別
、
塘
路
、
磯
分
内
地
区
と
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る

本
町
の
生
活
排
水
の
水
洗
化
人

口
率
は
60
・
８
％
に
な
っ
て
い

る
。

　

現
在
策
定
中
の
標
茶
町
生
活

排
水
処
理
計
画
で
は
、
平
成

三
十
四
年
度
を
目
標
に
個
別
の

合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
整
備

等
を
進
め
、
生
活
排
水
処
理
率

を
92
％
と
し
て
い
る
。

◆
委
員
会
の
所
見

　

本
町
の
生
活
排
水
処
理
は
、

市
街
地
を
中
心
に
公
共
下
水
道

事
業
等
が
進
め
ら
れ
、
生
活
環

境
が
整
っ
て
き
て
い
る
が
、
下

水
道
事
業
計
画
区
域
外
に
お
い

て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

世
帯
を
除
い
て
は
未
処
理
の
ま

ま
放
流
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
生
活
環
境
の
改

善
、
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め

に
も
早
急
に
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進

む
中
で
は
あ
る
が
、
生
活
排
水

対
策
の
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
、
普
及
、
促
進
の
た
め
に
啓

発
活
動
を
行
い
、
住
民
の
要
望

に
応
え
少
し
で
も
早
く
設
置
可

能
と
な
る
よ
う
、
個
人
負
担
の

軽
減
を
図
り
事
業
推
進
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

厚
生
文
教
委
員
会

所
管
事
務
調
査

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日

◆
調
査
場
所

　

�

釧
路
市
介
護
老
人
福
祉
施
設

釧
路
北
園
啓
生
園

　

老
人
保
健
施
設

　
　

ケ
ア
コ
ー
ト
ひ
ま
わ
り

　

標
茶
町
役
場　

議
員
室

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

◆
調
査
場
所

　

標
茶
町
役
場　

議
員
室

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

◆
調
査
場
所

　

�

標
茶
町
コ
ッ
タ
ロ
原
野　

有

限
会
社
こ
す
も
す　

標
茶
町

役
場　

議
員
室

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日

◆
調
査
場
所

　

�

別
海
町
西
春
別
駅
前　

Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

標
茶
町
役
場　

議
員
室

◆
調
査
日
時

　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日

◆
調
査
場
所

　

�
標
茶
町
農
業
協
同
組
合

　

標
茶
町
役
場　

議
員
室

◆
調
査
事
項

１
、
介
護
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

２�

、
農
村
に
お
け
る
高
齢
者
介

護
の
課
題
に
つ
い
て

◆
委
員
会
の
所
見

　

市
街
地
で
は
、
生
活
に
必
要

な
施
設
や
医
療
機
関
が
集
中
し

て
い
る
た
め
一
人
で
も
用
事
が

こ
な
せ
る
利
便
性
が
あ
る
反

面
、
近
隣
と
の
接
点
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
も
あ

り
、
高
齢
者
世
帯
等
の
見
守
り

体
制
が
つ
く
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
あ
る
。
農
村
地
域
で

は
、
比
較
的
地
域
の
つ
な
が
り

が
残
っ
て
い
る
反
面
、
交
通
の

便
が
悪
く
、
商
店
も
少
な
い
な

ど
利
便
性
に
欠
け
て
い
る
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
だ
け
で
な
く
、
同
居

し
て
い
て
も
昼
間
は
ひ
と
り
暮

ら
し
と
な
る
高
齢
者
が
増
加
し

て
い
る
。こ
れ
ら
の
高
齢
者
は
、

農
村
地
域
で
は
農
作
業
な
ど
の

用
事
も
あ
っ
て
生
き
が
い
づ
く

り
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
側

面
も
あ
る
が
、
地
域
や
近
隣
と

の
接
点
が
少
な
い
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
高

齢
者
が
孤
立
せ
ず
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
世
帯
の
増
加
と
と
も

に
老
々
介
護
等
が
増
加
し
て
い

る
中
で
在
宅
介
護
に
限
界
を
感

じ
、
施
設
入
所
を
希
望
し
て
い

る
人
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
在
宅
で
の
生
活

を
続
け
た
い
と
い
う
希
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
連
携
し
た
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

市
街
地
で
は
空
き
家
等
を
活

用
し
た
集
い
の
場
づ
く
り
、
農

村
地
域
で
は
田
園
環
境
を
活
用

し
た
生
き
が
い
活
動
の
場
づ
く

り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

性
を
生
か
し
た
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
地
域
資

源
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
一

歩
進
ん
で
、
施
設
の
人
的
・
物

的
資
源
を
地
域
に
発
展
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
各
地
区

に
設
け
て
地
域
の
高
齢
者
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に

通
所
介
護
の
拠
点
を
設
け
、
積

極
的
に
そ
の
機
能
を
高
齢
者
に

と
っ
て
身
近
な
地
域
で
提
供
す

る
こ
と
で
、
地
域
交
通
の
確
保

や
地
域
間
の
交
流
促
進
な
ど
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
活
用
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
が
求
め
ら
れ
る
。

　

農
村
地
域
の
高
齢
者
介
護
に

お
い
て
は
、
町
、
Ｊ
Ａ
が
さ
ら

に
提
携
し
実
態
を
把
握
し
早
急

に
高
齢
者
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

常任委員会報告

民
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光

釧路市内の介護施設…
居酒屋も

工事中の合併浄化槽
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後

十
二
月
十
八
日　
　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

十
二
月
二
十
六
日　
　

釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合
会
議

一
月
七
日　
　
　
　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

一
月
十
五
日　
　
　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

一
月
十
七
日　
　
　
　

広
報
調
査
特
別
委
員
会

一
月
二
十
一
日　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

一
月
二
十
八
日　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

一
月
二
十
九
日　
　
　

第
一
回
臨
時
会

一
月
二
十
九
日　
　
　

全
員
協
議
会

一
月
三
十
日　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

二
月
七
日　
　
　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

二
月
二
十
二
日　
　
　

川
上
郡
衛
生
処
理
組
合
議
会

二
月
二
十
六
日　
　
　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

三
月
五
日　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

三
月
八
日
～　
　
　
　

第
一
回
定
例
会

　
　
　

十
三
日

第
一
回
定
例
会 

議
会
日
誌
か
ら

　
「
し
べ
ち
ゃ
議
会
だ
よ
り
」
89
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

三
月
の
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
五

年
度
の
予
算
を
決
め
る
重
要
な
議
会
で
し
た
。

ま
た
、
十
五
ヶ
月
予
算
と
も
言
わ
れ
る
国
の

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
二
十
四
年
度
の
補
正

も
大
き
な
額
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か

注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
は
、
予
算
議
会
で
も
あ
り
白
熱
し

た
議
論
が
展
開
さ
れ
、
熱
心
に
傍
聴
も
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

今
回
の
議
会
開
会
中
に
あ
の
東
日
本
大
震

災
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
14

時
46
分
、
議
会
を
一
時
中
断
し
全
員
起
立
し

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
標
茶
町
役
場
庁

舎
内
も
放
送
が
か
か
り
黙
と
う
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で

す
。

　

さ
て
、
現
在
の
編
集
メ
ン
バ
ー
は
、
今
回

の
議
会
だ
よ
り
で
交
代
し
ま
す
。
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

委
員
長　

深
見　
　

迪

　
　

副
委
員
長　

長
尾　

式
宮

　
　

委　
　

員　

松
下　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

誠
道

　
　
　
　
　
　
　

後
藤　
　

勲

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

敏
文

　
　
　
　
　
　
　

川
村
多
美
男

標茶町議会アドレス　http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/yakuba/gikai/

３月11日２時46分　議会開会中に黙とう


